番組内での「お知らせ」、コマーシャルについて

１．ラジオカフェのコマーシャルに関する「編成方針」

　「編成方針」とは放送内容に設けられる一定のルールですが、ラジオカフェでは、番組内のコマーシャルに関して、下記のような編成方針を持っています。

１）　番組の目的はコマーシャルではなく、製作者や番組の意図やテーマを表現することです。

２）　番組中に一定の時間の「お知らせ」枠（コマーシャル枠）を設け、番組と区別し放送することができます。

３）　「お知らせ」と番組の内容が明確に区別できるような番組構成を行います。（パブリシティーの自粛）

　

２．番組の「お知らせ」枠以外でのコマーシャル（商品・サービスの販売・勧誘・誘導）の禁止

１）　下記のような表現や内容はコマーシャルとなりますので、「お知らせ枠」以外では放送できません。

1 　宣伝・広告（○○商会では○○を、○○円で販売しています。お問合せはＸＸＸ－ＸＸＸＸまで。）

2 　同じ商品やサービスの名前、内容を繰り返すこと、また週に何度も放送すること。

3 　商品等の直接販売（ラジオショッピング）

２）　　特定の事業・イベント・コンサート・商品・サービスの広報・紹介のみを番組の主な目的とすることはできません。スポットコマーシャル扱いとなります。

注）　上記のような内容を放送する場合は、スポットコマーシャル料金が適用されます。（但し、事業主、興行主以外の団体、個人が制作する番組内で紹介される場合を除きます。また、商品やサービスの事実でない、根拠のない、誇大な情報、批評、紹介は禁止されています。）

３．番組内で流せる「お知らせ」・・・１５分以上の番組には３０秒/１５分のコマーシャル

１５分以上の番組には１５分あたりに３０秒のコマーシャルを入れることができます。コマーシャル入れる場所は自由ですが、番組とコマーシャルは明確に区別できるようにしてください。

例）　★　１５分番組　⇒　３０秒のお知らせ１回

★　３０分番組　⇒　３０秒のお知らせ２回もしくは、１分のお知らせ１回

放送例）

○　番組を１分前に終了し、番組の最後にＣＭ原稿を読む、或いは完パケＣＭを流す。

○　番組の途中で、「それでは、●●商店からのお知らせです。・・・・」とコメントを入れてから流す。

４．パブリシティーの自粛

　スポンサーの意図により、番組制作者がスポンサーの商品やサービスの宣伝、販売促進を演出するような番組構成を企画することはPBULICITY（パブリシティー）と呼ばれます。この手法はスポンサーへの配慮、演出の度合いが強くなり過ぎると、番組構成が不自然となり、番組本来のテーマや現実性を見失ってしまうことになります。番組はコマーシャルを目的とせず、また、番組とコマーシャルを明確に区別する為、このような「パブリシティー」は可能な限り自粛してください。　「パブリシティー」については、下記のような例を参考に、ご配慮頂くようお願い致します。

★スポンサーが伴った「パブリシティー」の例

例）　「いよいよゴールデンウイークです。私は温泉廻りが好きです。・・・ちなみに、「○○旅行社」では次のようなゴールデンウィークの温泉企画ツアーを行っています。お問合せ先は・・・」

例）　「冬はやっぱり、ウインタースポーツですね。私は最近、スノボーを始めました。・・・河原町の○○スポーツではオリジナルのスノボーが買えますよ。みんな一度、見に行ってください。場所は・・・・、お問合せ先は・・・・・・」

例）　「先日、○○カフェに行きました。そこには、○○という手作りケーキがありましたよ。絶対、美味しいので皆さん行ってみてください。　場所は・・・」
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